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【アンケートの趣旨】

私たちは都市計画実習という授業で、つくば市周辺で大規模な地震が発生した場合の大学周辺の防災対応行動について調査しています。その一環として、筑波大生の防災に関する意識の実態についてアンケート調査を行うことにいたしました。お答えいただいた内容は統計的に処理され、個人が特定できる形では公表しません。

お忙しいところ恐縮ですが、ご協力お願いいたします。
【回答方法】

　選択式の場合は数字に○をつけ（1つのみ○の場合と、複数に○をできる場合があります）、カッコや下線などの空欄は、数字、文字などを記入してください。
Ⅰ．あなたのプロフィールについておたずねします。
① あなたの学類をお答えください。


_____________　　　　　　　　_____学類　
　② あなたの性別をお答えください（該当する番号１つに○）
1． 男性　２．女性　
　③ あなたが現在住んでいるところはどこですか。該当する番号１つに○を付けたうえで、天久保、春日、桜の方は丁目まで記入し、その他つくば市内外の方は具体的にお答えください。
１．追越宿舎　２．平砂宿舎　３．一の矢宿舎　４．春日宿舎

５．天久保( 　　)丁目　６．春日( 　  )丁目　７．桜(  　 )丁目　８．柴崎

９．その他つくば市内(具体的に：　　　　　　　　　　)

１０．つくば市外(具体的に：　　　　　　　　　　　　) 
　④ あなたはつくば市内に住みだしてから何年目ですか。(例：去年４月に引っ越してきた ⇒ ２年目)


(
)年目

Ⅱ．あなたの現状における地震に対するリスク認知についておたずねします。
① あなたはつくばに住んでいる（もしくは通っている）間に震度６弱以上の地震が起こると思いますか。（該当する番号１つに○）

5――――――――4――――――――3――――――――2――――――――1
　    起きる              たぶん起きる        どちらともいえない      　たぶん起きない　          起きない
　② 震災時に手元にある飲食物が不足もしくは無くなった場合、あなたはどこを頼りにしますか。
　　 優先度の高い順に並び替えてください。

　　　　１．大学　　２．つくば市　　３．スーパーやコンビニ　　４．友人知人　　５．家族親戚
優先度高（　　　）＞（　　　）＞（　　　）＞（　　　）＞（　　　）優先度低
③ あなたは地震災害に備えて、非常時持ち出し袋を用意していますか？　該当する番号１つに○を付けたうえで、それぞれの設問に分岐して下さい。
１．している（ ⇒回答後、次ページ④～⑦へ ）　２．していない（ ⇒回答後、次ページ⑧～⑩へ ）
③で「１．している」とお答えした方に質問です。
④ 非常時持ち出し袋を用意したきっかけは何ですか。（該当する番号１つに○）
１．自発的に用意をした　　　２．つくばへ引っ越すときに実家から持ってきた
３．防災に関するイベントやキャンペーンなどの参加で用意する機会があった

４．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

⑤ 何を用意していますか。用意しているものすべてに○をつけてください。

１．食料　２．飲料水　３．医療品　４．ライト　５．ラジオ　６．発火器具（ライターなど） 
７．その他（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
⑥ 震災時に自分の非常時持ち出し袋の備えと戸棚・冷蔵庫等にある当座の日持ちしない飲食料しか頼ることができない場合、何日間耐えることができると思いますか。


（　　　　）日間
　⑦ 持ち出し袋は、非常時すぐに持ち出せる場所に保管してありますか。（該当する番号１つに○）
　　　　１．すぐ持ち出せる　２．奥にしまっていてすぐに持ち出せない　３．どこにあるか覚えていない

⇒　⑧～⑩を飛ばし、Ⅲへお進みください。
③で「２．していない」とお答えした方に質問です。

　⑧ なぜ備えをしていないのですか。（該当する番号に複数回答可）
１．お金がかかるから



２．面倒だから

３．しようと思ってはいるが機会が無かった
４．周りの人がやっていないから

５．用意しなくてもなんとかなると思っているから
６．大地震なんて起きないと思っているから

７．考えたこともなかった


８．その他（　　　　　　　　　　　　　　）
　⑨ 今後、災害に対して備えをする意思はありますか。（該当する番号１つに○）

１．はい　　２．いいえ
⑩ 震災時に自分の戸棚・冷蔵庫等にある当座の日持ちしない飲食料しか頼ることができない場合、何日間耐えることができると思いますか。


（　　　　）日間

⇒　そのままⅢへお進みください。

Ⅲ．大学周辺における商業施設の飲食料品在庫に関する私たちの実態調査をもとに、筑波大生が地震災害に備えて用意しておくべき量を満たす非常時持ち出し袋セットを考案しました。
※すでに備えを済ませている方は、備えをしてないものと仮定したうえで最後の設問までお答えください。

　① これらのセットをあなたが店舗などで自発的に買うとしたらどれを選びますか。（該当する番号１つに○）
１．セットA　　２．セットB　　３．セットC　　４．買わない

②これらのセットが大学入学時に大学から配布されるとしたらどれを選びますか。（該当する番号１つに○）
　 購入費用はセットに応じて入学金に上乗せされると仮定します。

１．セットA　　２．セットB　　３．セットC　　４．買わない
Ⅳ.設問に進む前に、以下の文章をお読みください。

以上の情報を踏まえた上で、改めて以下の質問にお答えください。なお、上記の文章をお読みになった後に、前ページの設問Ⅲの回答を書き直すことはご遠慮ください。

① Ⅲで提示したセットの中からあなたが店舗などで自発的に買うとしたら、どれを選びますか。（該当する番号１つに○）
１．セットA　　２．セットB　　３．セットC　　４．買わない

② Ⅲで提示したセットが大学入学時に大学から配布されるとしたら、どれを選びますか。（該当する番号１つに○） 購入費用はセットに応じて入学金に上乗せされると仮定します。

１．セットA　　２．セットB　　３．セットC　　４．買わない

以上で質問は終わりです。ご協力ありがとうございました。
参考：震度６弱とは (気象庁　震度階級関連解説表より)


・立っていることが困難になる。


・固定していない重い家具の多くが移動、転倒する。 開かなくなるドアが多い。


・かなりの建物で、壁のタイルや窓ガラスが破損、落下する。


・耐震性の低い住宅では、壁や柱が破壊したり、家が倒壊したりするものがある。


・耐震性の高い住宅でも、壁や梁（はり）、柱などに大きな亀裂が生じるものがある。


・家庭などにガスを供給するための導管、主要な水道管に被害が発生する。


・一部の地域でガス、水道の供給が停止し、停電することもある。


・地割れや山崩れなどが発生することがある。





つくば市内で今後３０年以内に震度６弱以上の地震が起こる確率は約１０％と言われている。


阪神大震災の発生直前、神戸で３０年以内に震度６弱以上の地震が起こると予想されていた確率は最大５％程度であった。　　　　　　　　　　　　　　　　(文部科学省 地震調査研究推進本部より)








◇ セットA（最低限必要なもののみ）：3,500円　


水(2年保存)、カロリーメイト、ラジオライト、ナップザック


◇ セットB：7,000円


水(2年保存)、カンパン+災害用パン、ラジオライト(充電機能付)、耐火バッグ


◇ セットC：9,000円


水(5年保存)、カンパン+災害用パン+アルファ米、ラジオライト(充電機能付)、簡易トイレ、耐火バッグ








